
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 10 回 拡大理事会  

日 時 平成 30 年 2 月 24 日 11：00～12：30 

場 所 野田郷ふれあい館 

出席者 

理事：塩塚 順、大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、小無田彰仁、山下潤一郎、重松康志、 

西本加奈、浦川純二、志岐浩二、賀村 肇、小柳 傑 

監事：平野英三、大木田治夫 

部長・副部長：坂井孝行、仲宗根歩、西 啓太、笹原順哉、長谷川隆史、脇屋光宏、 

西田陽子、林勇一郎、有村圭司、上野健吾、岩佐恭平、本田憲一、 

地区代表・地区副代表：奈良崎博一、濱本寿治、村上和彦、秀嶋敏和、山下 均、野口浩孝、

中田美樹、木場宗也、 

委員会：城田律子、古田弘二、山下顕史 

書記：大槻雅之、狩浦圭介 

 

２．理事会議題と決定事項 

１）審議事項 

（１）地域密着プロジェクトへの協力依頼について 

日本理学療法士協会およびダイハツ工業より標記の依頼があった。三重県も行っているダイハツ工業

の地域住民の障害予防の拠点を来年度から長崎でも行ってもらいたいという意向で佐世保での実施を予定

していると話があった。6 月と 10 月の 2 期予定されており日程を選ぶことになる。実施する方向で考え

ており予算は出ないということで、当会からの拠出。2 期合わせて 50,000 円の予算を予定。6 月の事業

になるので、次年度の計画と予算に上げる。審議の結果、承認された。 

（２）スポーツ理学療法事業に関する人材の推薦について 

2020 年のオリンピック、パラリンピックに向けてスポーツに関する支援要請が増えることが予想され

各士会において質の高いスポーツ理学療法を提供できる士会会員の育成と人材確保の体制づくりを依頼

したいとのこと。求められる項目がスポーツ理学療法運営担当者が 1 名、スポーツ理学療法推進協力者

を 2～7 名。一般競技と障害者スポーツをバランスよく推薦する必要がある。回答期限は 3 月 23 日。候

補者をリストアップしており運営担当者を大石理事とし推進協力者を 12 名挙げている。その中で県士会

の協力者を優先し次に専門・認定の有無となると思う。候補者についても他に適任がいないかも含め検

討し、3 月の理事会議案とする。審議の結果、次回理事会へ持ち越しとなった。 

（３）FAX 通信から MAIL 通信への移行について 

これまで施設会員宛に FAX 通信を行ってきたが HP や SNS の充実など環境に合わせ、また会員個人との

連絡体制構築も検討したく MAIL 一斉配信サービスを導入したい。現在の FAX 通信サービスは年額 15 万

円以上かかるが MAIL 一斉配信サービスは初期年額 23,501 円、以降年額 11,760 円で可能。承認いただけ

れば総会後に実施したい。HP にも月初めにレビューを出せるようには準備中。審議の結果、次回理事会

へ持ち越しとなった。 

（４）後納郵便封筒（長 3）の印刷発注について 

総会等で使っている後納郵便だが、今年の 1 月 31 日で期限が切れたので、再度申請し先日承認が取れ

た。期限は平成 32年 1月 31日。封筒を印刷したいが 500枚と 1,000枚で見積が届いた。1,000枚の印刷

で承認いただきたい。審議の結果、承認された。 

（５）平 30 年度定時総会会場について 

6 月 10 日に開催予定の定時総会会場について候補を 3 つ挙げた。候補 2 の道ノ尾ホールは院内行事と

バッティングしており、行事の遂行について週明けに道ノ尾病院へ確認する必要がある。来月の理事会

審議に上げさせていただきたい。審議の結果、次回理事会へ持ち越しとなった。 
（６）推進リーダー制度（地域包括ケア/介護予防）の会員の申請状況について 

今回、士会指定事業で 4 名上がってきたが、受講については順を追って終了することが昨年度から求

められている。承認するこちらも順序立てて配慮する必要がある。4 名中 1 名だけ順序がクリアできてい

るので、今回はこの 1 名だけを承認いただき、他 3 名は順を追った期日になるよう調整させていただ

き、その時点で審議できるようにしたい。審議の結果、提案通り可決された。 

（７）日本理学療法士協会 代議員欠員に伴う当会推薦について 

任期満了に伴う(公社)日本理学療法士協会「代議員選挙」に係る立候補受け付けが 1 月 29 日締め切ら

れた。本会には 7 名の代議員が求められたが、立候補者は塩塚会長、大山副会長、井手副会長、小無田



事務局長、山下理事、井口氏の 6 名で 1 名の欠員と 2 名の補欠代議員を求められることになった。そこ

で、代議員として小泉副会長、補欠の第 1 として浦川理事、第 2 として永木理事を推薦することになっ

たので審議を願いたい。審議の結果、承認された。 

（８）「新入会会員承認の件」について 

入会０名、退会９名。今回、約 150 名中 15 名が会費未納で権利停止の方がいる。会員権利停止者に

関しては JPTA から個別に連絡がいくが、このままだと退会となってしまう。1 年ごとに休会手続きを

しないと退会になる旨もアナウンスがあっているが、会員に十分周知できていない現状。3 月に次年度

の会費が引き落とされるので、早めに異動届を出していただきたい。前納制移行の年なので、年度内に

2 回払わないといけないため注意していただきたい。審議の結果、承認された。 

２）報告事項 

（１）平成 30 年度事業計画（経過報告）について 

理学療法啓発事業について JPTA から依頼の全国一斉開催啓発イベントを 7 月頃予定しており 1 件追

加したい。来年度の第 30 回の学会について、大会長は塩塚会長、1 月 19、20 日に長崎大学の記念講

堂、良順会館、ポンペ会館の 3 つを予定。テーマ、内容は検討中。広報誌について、ぴーかんてらすを

年 2 回発行予定。内容は会員向けから一般の方向けに編集したものも掲載。本当に一般の方から見てど

うか、疑問もあるので、ご意見をいただきたいと思う。地区活動についても、同じような内容になりや

すく、パターン化する恐れもあるので、客観的な意見をいただきたい。ホームページについて、随時最

寄りの情報を載せている。FAX 通信の廃止を考えておりホームページから全ての情報を取れる。アドレ

スを登録すればダイレクトメールも可能だが、とにかくホームページを見ていただくという周知をして

いきたい。3 年に 1 回は定時監査を受ける必要あるが、本来は去年 9 月の予定が伸びていた。先日連絡

があり、3 月に入りたいとのことだった。三役と調整し 3 月 23 日の予定。次回理事会で報告。 

（２）平成 30 年度事業予算（経過報告）について 

予備費は 1,119,051 円。第 30 回学会に関して役員行動などによって動くかもしれない。臨床実習や介

護予防など新しい事業は入っていない。次年度、業務執行される理事の先生方はその場その場で必要な

経費を理事会に出していただきたい。額面通りでなくても、理事会を通して必要経費を訴えてもらった

ら回答したいと思う。財務的に、事業の名、冠には全て長崎県理学療法士協会とつけていただきたい。

拠出金は事業費ではなく管理費。領収書には全て(公)長崎県理学療法士協会と明記してほしい。講師の源

泉所得税は事業が終わった次の月の 10 日までには税務署に出さないといけないので、FAX で良いので

速やかに書式を提出してほしい。2 週間以内には作業をお願いする。これを持ち帰りいただき 28 日まで

に連絡をいただき、3 月の理事会で決議となる。それが公益インフォメーションに乗り、公表され監査

となる。11 月に中間監査を行っており大方よく整理されていた。次回は 4 月 27 日が会計監査となる。

学会監査も間にあるので、よろしくお願いする。 

（３）補装具適正化部会出席報告について 

次年度 4 月より補装具費支給制度における借受け制度が導入される。現状は何も決定していない。た

だ審議内容についてご紹介する。障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に規定

する補装具費支給制度においては平成 30 年 4 月より借受けが導入される。対象として身体の成長に伴う

もの、障害の進行に関わるもの、購入に先立ち比較検討の必要があるものなどが考えられている。今ま

でみたいに融通を利かせていくというものでなく、あくまで個人への支給が最初。こういうもので賄え

るという場合は身体障害者更生相談所と連携し、しっかりとした判定をした上で借受けという制度にな

っている。借受け対象の種目や基準についてもまだ想定している段階。アドバイスがほしいというニュ

アンスもあったが、実際は本部で決まっている状態。借りているときに壊したりすると、修理費用のこ

となど不安材料もあるようで、あまり積極的ではないが来年 4 月から導入という形となる。中身につい

ての問い合わせは長崎の身体障害者更生相談所になる。詳細は 4 月以降に厚生労働省から連絡ある予

定。 

（４）平成 29年度会員親睦スポーツ大会について 

今年度も無事に開催することができた。次年度も開催したいと思うので、ご協力をお願いしたい。 

（５）クエスタント（アンケート作成ツール）の利用について 

（６）広報誌 ぴーかんてらす第 7号発刊 報告について 

上記 2点は各自資料に目を通す形での報告となった。 

（７）2018年 1月 12日 Web会議に関する報告について 

1 月 12 日の定時理事会にて地区代表も参加しての Web 会議を試験的に実施。問題点として Web 環境の

不安定さ、音声が聞こえづらかった点などが挙げられた。離島地区の先生方の方が環境が整っている様

子だったので教えていただきながら導入していく方向を検討したい。今後は 3 月までに必要物品の経費

を算出し、4 月の定例理事会で見積に関する審議を提出予定。大体の予算はマイク自体もピンキリだ

が、会議室の広さなどによっても変わってくるので検討していきたい。大体 1万円前後。 

（８）ねんりんピック大会について 



（９）長崎県サッカー新人戦大会メディカルサポート活動について 

（１０）平成 29 年度 高校野球障害予防セミナーについて 

 上記 3 件は各自資料に目を通す形での報告となった。 

（１１）地域リハ専門職養成研修の継続等について 

 地域リハ専門職養成研修について、リハネット、長崎県 PT 協会、長崎県 OT 協会、長崎県 ST 協会

の 4 団体で協議した。4 日間の研修の形を踏襲する。予算は 4 団体で負担。細かい話は各団体で担当者

を出して話を詰める。リハネットの方にも予算を付加し、離島対策やフォローアップ研修も検討する。4

団体共同の事務局について、行政等々との窓口としても設置したいと考えており、協議している。OT、

ST 士会とも賛同ではあるが、ST 士会においては内部調整が必要。次年度から開設できる方向で進めて

いきたい。 

（１２）その他 

・役員改選について：選挙管理委員会から、今回の役員改選に伴い 8 名の理事の立候補があった。選挙規

定第 9 条第 5 項により 8 名の先生方は当選と決定したと報告を受けている。ただ、理事定員 15 名に対

し、7 名不足しているので、選挙規定第 8 条により理事会において補欠候補者を推薦することになる。3

月 8 日木曜日の理事会までに不足分 7 名を案として挙げさせていただき、理事会で承認を得る流れとな

る。 

 


